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オリンピックやパラリンピックなどの国際大会を筆頭に，現在世界各国でスポーツが持
つ社会的な影響が大きく取り上げられている中，スポーツを通じたジュニア選手の健全な
成長を支えていくことが望まれている。一方で，勝利が強調されることにより，スポーツが
ジュニア選手に悪影響をもたらすことがある。ジュニア選手の中には，コーチや親の要求に
応じられなければ，無視されたり，置き去りにされたりするのではないかと心配するものが
いると指摘されている (Frank & Ronald, 2002)。また，ジュニア選手への殴る，蹴る，立
たせる，正座を長時間させるといった体罰をはじめ (冨江, 2008)，多くの問題が運動部活動
の現場で散見されている。このような背景の中で，ジュニア選手はうつ病，不安症，摂食障
害，睡眠障害など，さまざまな心理的問題が生じていることが報告されている (Schaa, et 
al., 2011)。 
ジュニア選手がスポーツによる恩恵を受けるための適切な環境を整え，心理的問題を予
防するためのアプローチの一つに認知行動療法がある。認知行動療法とは，既に効果が示さ
れている認知的技法と行動的技法を効果的に組み合わせ，問題の改善を図ろうとするアプ
ローチである (坂野, 2000)。認知行動療法は，選手の競技スキルの向上や精神・身体的健康
に至るまで幅広い問題に対処可能であり (深町・岡, 2018)，「実証に基づいた心理療法」と
して心理療法の世界的基準になったともいわれている (石川, 2012)。ジュニア選手にとっ
て適切な環境を整備し，心理的問題による悪影響を予防するために，認知行動療法は有益で
あると考えられる。 
本博士論文研究では，ジュニア選手に代表的な心理的問題の一つである競技不安を取り
上げ，ジュニア選手の健全な成長を周囲が支援するために必要な知見を提供した。具体的に
は，既にエビデンスが確立されており，基礎研究に基づいた介入の提案を行っている児童青
年の不安症に対する認知行動療法の枠組みから捉え，(1) ジュニア選手に特有の環境要因を
考慮した認知尺度の整備を行い，(2) ジュニア選手の競技不安に影響する認知モデルを検討
し，(3) 基礎研究に基づいたジュニア選手の競技不安に対する認知行動療法プログラムを提
案することを目的とした。 
まず第 1 章において，ジュニア選手の競技不安に関する先行研究を展望した。研究 1 に
おいて，ジュニア選手の競技不安が高いほど，診断を満たすのと同程度の抑うつ症状と不安
症状を呈する選手が存在することが明らかになり，競技不安が高い選手に対する支援の必
要性が示された。研究 2 では，これまで行われてきたジュニア選手の競技不安に対する介
入のメタアナリシスを行った。その結果，介入は競技不安に対して一定の効果があり，特に
認知的介入が多く用いられていることが示された。一方で，従来開発されてきたプログラム
にはパッケージとして多くの介入要素が含まれているため，どの要素が競技不安の緩和に
繋がっているのかについては明らかにされていないことが課題として挙げられた。ジュニ
ア選手に短期で実施できる，効果的なプログラムを提案するためには，ジュニア選手の競技
不安に直接関連する媒介要因を特定する基礎研究の裏付けが求められることが示された。
基礎研究に基づいた介入プログラムを開発している好例として，ジュニア選手と同年代に
相当する児童青年期の不安症の認知行動療法がある。児童青年期の不安症の認知行動療法
では，基礎研究で明らかになった不安症状に影響する認知的変数 (認知の誤り，自己陳述) 
に焦点を当てた介入を行い，効果を示している。本章では，児童青年期の不安症に対する認
知行動療法はジュニア選手の競技不安に応用できる可能性が議論された。 
 第 2 章では，前章の展望を踏まえ，①ジュニア選手の競技不安に関連するとされる認知
変数を測定する尺度は開発されていない，②ジュニア選手の競技不安の維持に関連する認
知モデルが提唱されておらず，ジュニア選手の競技不安に影響する認知プロセスについて
実証的検討を試みた研究は報告されていない，③基礎研究に基づいた介入の提案が行われ
ていない，といった問題点が指摘された。これらの問題点を踏まえて本研究の意義が議論さ
れた。まず，本研究で扱う認知は操作可能な変数として位置づけられ，介入ターゲットを変
化させることができたかどうかの指標として機能することが指摘された。ジュニア選手の
競技不安に関連する認知的変数を測定する尺度を開発することは，これらの認知的変数が
介入効果に与える影響について検討できるようになるといった利点がある。加えて，ジュニ
ア選手の競技不安に関連する認知的過程を異なった階層の認知 (自己陳述，認知の誤り) か
ら構成される認知モデルを構築することによって，これらの認知的変数の間の関係性を示
すことが可能になることが指摘された。異なった階層の認知について検討することは，ジュ
ニア選手の競技不安に対する認知的介入において，どの階層の認知を介入のターゲットに
すると，どのように競技不安の緩和に寄与するのかについて示唆を与えることができる。 
第 3 章では，ジュニア選手の競技不安に関連する競技生活における自己陳述尺度を開発
し，競技生活における自己陳述が競技不安に特異的な効果をもたらすことを明らかにした。
まず，研究 3 では，ジュニア選手の競技生活における自己陳述を測定するジュニア選手用
自己陳述尺度 (Junior Athlete’s Self-statement Inventory：JASI) が開発された。JASIは，
専門家の検討による十分な内容的妥当性，JACESと CCESとの相関関係による併存的妥当
性，再検査信頼性，およびα係数によるある程度の内的整合性を有しており，ジュニア選手
の自己陳述を測定する尺度として有用であることが示された。研究 4 では，競技生活にお
けるジュニア選手の自己陳述は競技不安に対して，児童青年の一般的な自己陳述の効果と
は独立した関連があることが明らかになった。一般的なネガティブ自己陳述と競技不安は
疑似相関であり，ジュニア選手の競技生活における自己陳述と不安症の症状を統制すると
関連がなくなる可能性が示された。競技不安に対する介入を検討する際には一般的な自己
陳述の変容よりも，競技生活における自己陳述である競技ネガティブ自己陳述の変容を目
指し，競技ポジティブ自己陳述を増やす介入が必要であることが示唆された。 
第 4 章では，ジュニア選手の競技不安に関連する競技生活における認知の誤り尺度を開
発し，競技生活における認知の誤りが競技不安に特異的な効果をもたらすことを明らかに
した。研究 5 では，ジュニア選手用認知の誤り尺度 (Junior Athletes Cognitive Error 
Scale：JACES) を開発した。JACESは，自責と過度の思い込みの 2因子構造で構成され
ており，専門家の検討による十分な内容的妥当性，JACESと CCESとの相関関係による併
存的妥当性，再検査信頼性，およびα係数によるある程度の内的整合性を有していた。ジュ
ニア選手の認知の誤りを測定する尺度として，JACESは有用であることが示された。研究
6では，ジュニア選手の競技生活における認知の誤りは，競技不安に対して児童青年の一般
的な認知の誤りの効果とは独立した効果がある可能性が示された。また，競技生活における
認知の誤りの下位尺度 (過度の思い込み，自責) によって，競技不安に対する関連の仕方が
異なることが示された。ジュニア選手の競技生活における認知の誤りの中でも，過度の思い
込み (例：前も大事な試合で負けたから今回もきっと負ける，自分はいつもけがをして試合
に出られない) を多く浮かべるジュニア選手は，一般的な認知の誤りの影響を統制した上で
も競技不安に対して促進的に働いている可能性が認められた。一方，自責においては一般
的な認知の誤りの影響を統制すると，競技不安との関連がないことを示した。競技不安に
対する介入を行う際には，過度の思い込みに焦点を当てた介入が必要であることを明らか
にした。 
第 5 章では，以上に示した研究の結果に基づいて，ジュニア選手の競技不安の認知モデ
ルが構築され，その妥当性が検討された。研究 7では，ジュニア選手の競技不安の認知モデ
ルの構築が行われた。その結果，ジュニア選手の競技不安は，認知の誤り (過度の思い込み) 
から自己陳述 (競技ポジティブ自己陳述，競技ネガティブ自己陳述)，そして競技不安とい
う認知プロセスを経て生じていることが明らかになった。 
第 6 章では，本研究で得られた知見に基づいて，ジュニア選手の競技不安に対する認知
行動療法プログラムが提案された。本プログラムは，ジュニア選手の競技不安が生じやすい
場面をセッションの中で取り上げ，特に競技不安に関連する認知の誤り (過度の思い込み) 
に焦点を当てたものである。今後は，本プログラムを精緻化し，効果を検証していく必要性
が議論された。 
 以上 7 つの研究を通じて，ジュニア選手の競技不安に関連する認知プロセスを明らかに
し，基礎研究に基づく介入プログラムの提案を行うことができた。本博士論文は，競技不安
で悩むジュニア選手への介入法を提案し，基礎研究に基づいて介入プログラムを開発する
モデルとして，臨床スポーツ心理学領域の研究の発展に貢献できると考えられる。 
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